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第１１回世界閉鎖性海域環境保全会議（EMECS11）に参加して 

鈴鹿水産研究室 主査研究員 国分秀樹 

 

2016 年 8 月 22 日から 8 月 27 日にロシア連邦サンクトペテルブルク市において，第 11

回世界閉鎖性海域環境保全会議が開催されました．その国際会議に参加し，伊勢湾の干

潟藻場が持つブルーカーボン（炭素固定機能）に関する研究成果を発表してきました．

この会議は、閉鎖性海域の環境保全と適正利用を目指し、全世界から研究者、市民、行

政関係者、事業者等が幅広く参集し，開催される国際会議です．会議の開催されたサン

クトペテルブルク市は、閉鎖性海域であるバルト海の湾奥部に面した都市であり､陸域と

海域の自然を保全することで美しい景観を保つ一方，環境に配慮した開発を行うことで

経済的便益を享受しようと努力している世界的にも有名な場所です． 

今回の会議の中では，日本古来の沿岸管理手法である「里海」と、上流域から沿岸域

までの全体を総合的に考えて管理・活用していく統合的沿岸域管理（ICM）を広く世界に

発信するため，「ICM と里海」特別セッションが設けられました．里海とは，人が自然を

保全しながら適度に活用することで，漁業などの生産性や生物多様性が高くなる海のこ

とをいいます．また ICM とは沿岸域に関する様々な制度、計画、管理主体、関係者、対

象などが、情報共有のもと、相互に連携、調整、統合されて沿岸域が管理されることを

いいます。里海の概念の提唱者である九州大学柳哲雄教授と広島大学松田治名誉教授も

参加され，これらの概念について広く議論されました．その特別セッションに三重県志

摩市の新しい里海創生の取り組みが先進事例の一つとして取り上げられました． 

 

この会議の中では，同様の問題を抱える世界各地の海域の事例が報告され，抱える課

題について議論されました．共通する課題としては，これまで約 30 年の間，世界的に陸

域から流入する窒素やリン等の流入負荷の規制により，水質は徐々に改善されてきまし

たが，生物が増えてこないことです．生物を増やすためには，負荷の削減とあわせて，

干潟や藻場などの生物の生息場を増やしていくことが重要であると提言されました．ま

た，海域の環境再生を進めるためには，陸域と海域を含めた流域全体で取り組む必要が

あり，人も同様に，多様な分野の方々が，その海域のビジョンを共有して進めないとい

けないという（統合的沿岸域管理）の重要性が提言されました． 

ロシアには初めての訪問でしたが、ネヴァ川河口デルタに位置し、市中心部に運河が

縦横に巡るサンクトペテルブルクは、まさに「北のベネツィア」と称されるとおりであ

り、開発と河口域の自然が調和した美しい街並みでした。またこの会議において行われ
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た議論やネットワークは、三重県における今後の海域環境再生に役立つものであり，ど

んどん取り入れていきたいと考えています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議の名称 第11回世界閉鎖性海域環境保全会議

会議のテーマ
変動する世界における沿岸域・ コミ ュニティ の
リスクマネジメ ント

発表内容 伊勢湾の干潟藻場における炭素固定機能の評価

日時 2016年8月22日(月)～8月27日（ 金）

場所 ロシア連邦サンクト ペテルブルク市

参加者 36カ国 約365名
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沈静化していましたが、2016 年は 8 年ぶりに多発してしまいました。この夏は平年より高

い水温が長期間続いたことから、養殖魚にストレスがかかり、病気に対する抵抗力が低下

するなどして例年以上に多発したものと考えられます。マダイのほか、マハタ、マアジ、

マサバ、クロマグロでも発生しました。マハタでの発生は県内初、マアジは 2 例目、マサ

バは 3 例目であり、いずれも極めて珍しい症例であると言えます。いずれの魚種でも、イ

リドウイルス病の発生は例年より高い水温の影響を受けたものと考えられます。  

イリドウイルス病に治療薬はありません。予防のためのワクチンは市販されていますが、

近年は発生件数が減少していたことや、魚価の低迷および生産コストの増加で収益性が低

下し、ワクチンに要するコストの捻出が難しいことなどから県内では使用されていません。

したがって、常日頃から健康でイリドウイルス病に対する抵抗力の高い魚を育成し、本病

による被害を予防・軽減するための飼育管理を実践する必要があります。もっともコスト

がかからない方法は低密度飼育です。マダイのイリドウイルス病においては飼育密度が低

い生簀ほど死亡率が低かった事例が報告されています。低密度飼育はイリドウイルス病だ

けでなく、ウイルス、細菌、寄生虫など、どんな病原体に対しても魚病発生の予防あるい

は被害の軽減に有効と考えられます。  

 

1 生簀あたりの売り上げを増やすた

め、生簀には多めに種苗を収容してし

まいがちですが、その結果として魚病

被害が増えては本末転倒です。養殖業

者のみなさまにおかれましては、低密

度飼育により魚病被害を減らすことも

収益性向上への道の一つとお考えいた

だき、収容密度を決めていただければ

と思います。 
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米ぬかを用いたマダイ用低魚粉飼料の開発 

 

尾鷲水産研究室 田路拓人 

 

はじめに 

三重県では古くから魚類養殖が盛んにお

こなわれており、平成 27 年の魚類養殖生産

量は 9,249t で、全国 8 位を誇ります。三重

県の魚類養殖は県南部の熊野灘沿岸地域で

広く営まれており、マダイ、シマアジ、マ

ハタ、ブリなど様々な魚種が養殖されてい

ます。その中でもマダイ（図 1）は、県内

魚類養殖生産量の約 6 割を占める主要な魚

種となっています。 

近年、マダイ養殖の現場は、魚価の低

迷による収入の減少や、生産コストの上

昇といった課題に直面しており、養殖業

者の経営は厳しい状況にあります。魚類

養殖における生産コストの内訳を見ると、

その約 7 割が飼料代であることがわかり

ます（図 2）。近年、飼料の主原料である

輸入魚粉の価格は、原料魚のアンチョビ

ーの漁獲量減少や円安などの要因により

高騰しており、飼料代は増加する傾向に

あります。 

飼料コストを削減するためには、魚粉

に代わる安価な原料を利用し、飼料原料

に占める魚粉の割合を下げることが有効

であると考えられます。これまでに、魚粉の一部を大豆やトウモロコシ由来の植物性原料

に置きかえた低魚粉飼料が開発されていますが、置換率が高くなるとマダイの成長が悪化

するため、魚粉を大幅に削減した飼料は実用化されていません。また、これらの植物性原

料もほとんどが海外からの輸入に頼っているため、将来にわたって安定的に原料を調達で

きるかは不透明です。 

三重県水産研究所では平成 26 年度から、飼料コスト削減のための技術開発を目的に、魚

粉の代替となる植物性原料として、米ぬかに着目した研究を進めています。 

 

図 1. 養殖マダイ 

図 2. マダイ養殖における生産コストに占

める飼料代の割合 

（平成 27 年漁業経営調査報告） 
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第２６回熊野灘漁業を考える ～漁業による地域の活性化～ 

 

                    企画・資源利用研究課 

 

 【日時】 平成２９年２月１８日（土） 【場所】 尾鷲市立中央公民館３階講堂 

【共済】 一般社団法人水産海洋学会､三重県水産研究所､尾鷲市､熊野灘漁業を考える会 

 

【内容】 

「儲かる漁業の実現による地域社会と企業の共通価値の創造」小野  博行（尾鷲物産(株)） 

「漁場と都市をむすぶ取組～おさかなの森～」  森 鐘一（モリエコロジー(株)） 

「Ｉターン者から見た漁村と定置網漁業」    中井 恭佑（(株)早田大敷） 

「つながることから始まる豊かな漁村づくり」  浅尾 大輔（孝志丸水産） 

「儲かる魚類養殖業を推進する技術開発」   青木 秀夫（弊所尾鷲水産研究室）     

 

三重県南部地域では、基幹産業である漁業の収益性悪化や漁業者の高齢化が深刻で、漁

業の衰退や、地域の社会的機能の喪失が危惧されています。フォーラムでは地元の豊かな

水産資源を活かした 6 次産業化やコスト削減による儲かる漁業の推進、流通改革、ブラン

ド産品による地元水産物の高付加価値化、担い手や雇用対策など、様々な漁業・漁村の活

性化対策を模索しています。今回は漁業による地域の活性化をテーマとし、漁業関係者と

の情報交換を通じて地域活力の向上を図ることを目的とし、尾鷲市にて開催しました。  

当日は、約 90 名の方にお集まりいただき、盛況なシンポジウムとなりました。ご参加い

ただいた皆様、どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

ニュース 

尾鷲から世界中へ魚を送り出す 

尾鷲物産(株)小野社長の基調講演 

I ターンとして(株)早田大敷へ。 

反響を呼んだ中井さんの気づきや体験 




